
 

一般社団法人プラズマレーザー研究会 認定医制度要領 

受験資格 ① プラズマレーザー研究会会員であること 

➁ ストリークレーザー臨床経験 2 年以上 

        ③ ベーシックセミナー及びアドバンスセミナー受講経験があること 

（蒸散セミナー、う蝕セミナー、根管治療セミナーを含む） 

        ④ 1 年間に 20 症例の臨床報告を提出すること 

（そのうち 5 症例に関しては動画撮影が必要） 

（注 1）１年間の 20 症例については、【氏名：イニシャル、部位、J 数、μｓ、 

ｍｊ、ｐｐｓ、主訴、乳液希釈倍率、流量】を記載した書類を 

2 年分（合計 40 症例）提出が必要となります。 

（注２）暫定期間（2023 年～2026 年）において、症例提出数は以下の通りとなります。 

・ 2023 年  ：6 か月間 10 症例分提出 

・ 2024 年～2026 年 ：1 年間分 20 症例分提出 

受験科目 ① 筆記試験（下記書籍から出題） 

・ レーザー歯学の手引（Nd の分野のみ） 

・ プラズマレーザーシステム歯科治療への応用 

（注 3）暫定期間（2023 年～2026 年）は、筆記試験は行いますが、合否には加味しません。 

        ② 口頭面接試験 （上記の書籍の試験範囲から質疑面接試験） 

        ③ 臨床プレゼンテーション発表 

1) 認定委員から依頼された年 1 回開催の総会記念臨床報告会での発表 

2) 短編の動画を 2 分程度使用 

3) 上記 1）2）に関して、インストラクターから口頭試問 

費   用 受験料 22,000 円（消費税込） 

認定料 33,000 円（消費税込、認定盾料金含む） 

開催時期 認定医試験 2024 年 2 月 17 日(土)、18 日(日) 

（応募締め切り 2023 年 11 月 30 日(木)） 

2024 年 11 月に臨床プレゼンテーション発表のうえ最終的な合否を判断 

更   新 ① 認定期間：5 年ごとの更新 

  ➁ 更新要件 

1）1 年間にベーシックセミナー、アドバンスセミナーを各 1 回受講 

（家主であるインストラクターの受講印が必要） 

2）5 年間のうち、1 回以上総会記念臨床報告会での発表を実施 

更新後はイントラクタースタッフに昇格しセミナー受講費が優遇されます。 
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